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市政だより 人口の動き 法律相談日

7月1日夜在前月比 l
11 8月?日(木〉

人口 58，014+105!I 
il 9時30分-'15時

男 27，引1+ 53!1 
女 30，103十 521! 市役所市民相談室

世帯数15，4ル 叫お気軽吋うぞ
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5万冊収蔵可能な書庫

白亜の図 書錦 全景 史料 展 示室

視聴覚室 広々とした一般閲覧室 モダンな階段ロビー
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市民待望の市立図書館は、近代美を誇る情報文 f 

近代美を誇る

市立図書館
~里『陣-圃

8月13呂オープン

化のセンタ ーとして完成、8月13日開館し、市民の

多様な要求lζ基づく学習、調査、研究に利用される

ことになりま した。 また史料館も 2階l乙併設され千

年の歴史に輝く大村の郷土史料を保管展示します。

総工費約1億5千万円、鉄筋2階建、延べ面積

182911に 1階が図書館で車椅子でも出入りされるよ

う配慮されており、一般閲覧室、児童閲荒室、学習

室は一度に200人の関覧ができ、その他視聴覚室、

会議室、新聞雑誌関覧コ ーナ一、 5万冊収蔵可能な
書庫、準備室、屋外展示コ ーナ一等があります。

全館冷暖房で、 書庫、収蔵庫には除湿温度調整設備

が完備され、やがては窓辺に植樹の緑が映えるモダ

ンな図書館です。

みなさんの生涯教育の場として、 気軽に利用して

下さい。なお史料館は10月ごろ開館の予定です。
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精
霊
流
し
は

指
定
の
場
所
に

流
し
ま
し
ょ
う
か
・

(2) りおおむ

恒
例
の
精
霊
流
し
も
近
ま
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
試
み
と

し
て
精
霊
流
し
を
海
や
川
な
ど
に

直
接
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
次
の
こ
と
が
ら
を
申
し
合
わ
せ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
す
で
に
皆
さ
ん
方

ど
承
知
の
と
お
り
、
ち
か
ご
ろ
、

わ
た
く
し
た
ち
の
大
村
湾
の
汚
れ

が
ひ
ど
く
自
に
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ

と
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
ま
ず
第

一

に
、
私
ど
も
の
家
庭
か
ら
排
出
窓

れ
る
下
水
や
、
ゴ

ミ
を
み
だ
り
に

捨
て
る
こ
と
が
、
お
も
な
理
由
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、

こ
の
た
び
大
村
荷
に
関
係
す
る
各

市
町
が
県
と
協
力
し
て
「
大
村
湾

を
き
れ
い
に
す
る
会
」
を
発
足
さ

せ
、
別
名
「
琴
湖
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
、
こ
の
美
し
い
海
を

こ
れ
以
上
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
環
境
美
化
運
動
を
推
進
し

て
い
る
の
で
す
。

市政だより昭和48年8月 1日
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こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
、

旧
来
か
ら
宗
教
的
行
事
と
し
て
子

孫
に
伝
え
ら
れ
、
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
お
盆
の
精
霊
流
し
も
、

こ
う
い
う
事
情
か
ら
、
こ
の
際
努

め
て
自
粛
し
た
い
も
の
で
す
。

申
し
合
わ
せ
事
項

て
精
霊
舟
並
び
に
供
物
の
指
定

集
積
場
所

川
馬
場
先
波
止
埋
立
地

同
火
力
発
電
所
伏
原
埋
立
地

的
三
鈴
橋
を
渡
っ
た
両
側

同
日
泊
消
防
分
団
詰
所
下
方

一
一
、
馬
場
先
波
止
で
の
行
事
(
午

後
七
時

l
十
一

時
)

祭
壇
を
設
け
、
読
教
供
養
を
行

な
い
午
後
十
一
時
以
降
現
地
で

焼
却
、
そ
の
後
清
掃
し
ま
す。

そ
の
他
の
地
区
の
集
積
地
は
、

誘
導
整
理
後
、
焼
却
し
ま
す
。

三
、
指
定
集
積
地
が
遠
い
と
こ
ろ

指
定
集
積
地
ま
で
輸
送
困
難
な

町
内
は
適
瓦
焼
却
処
分
し
て
下

さ
い。

四
、
交
通
規
制
(
午
後
七
時
三
十

分
1
午
後
人
時
三
十
分
)

当
日
の
交
通
整
理
に
つ
い
て

は
警
察
署
は
馬
場
先
波
止
を
中

心
と
し
て
次
の
と
お
り
規
制
の

予
定
で
す
。

川
精
霊
舟
の
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
は
、
国
道
三
十
四
号

線
の
歩
道
は
通
行
可

例
県
営
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
(
大

村
駅
前
)
か
ら
本
経
寺
ま
で
の

聞
は
諸
車
駐
車
禁
止

付
古
町
か
ら
本
経
寺
を
経
て
国
道

三
十
四
号
線
の
聞
は
諸
車
(
自

転
車
を
除
く
)
の
通
行
禁
止

同
国
道
三
十
四
号
線
か
ら
馬
場
先

波
止
の
聞
は
諸
車
駐
車
禁
止

同
馬
場
先
波
止
付
近
の
指
定
駐
車

場

しと花火コ

事故のない楽しいお盆を

元
の
親
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
跡

県
営
パ
ス
駐
車
場
(
た
だ
し

午
後
十
時
三
十
分
以
降
)

五
、
そ
の
他

的
精
霊
舟
の
長
さ
二
メ
ー
ト

ル
以

上
の
も
の
は
町
内
ま
た
は
部
落

単
位
で

一
括
取
り
ま
と
め
警
察

署
へ
届
け
出
を
す
る

花
火
、
爆
竹
類
を
使
用
す
る
場

合
も
同
じ

同
精
霊
舟
を
車
両
で
運
搬
す
る
と

き
は
灯
ろ
う
の
火
を
消
す

的
精
霊
舟
の
長
さ
は
十
メ
ー
ト
ル

以
下
、
幅
二
・
五
メ
ー
ト

ル
以

下、

高
さ
三
・
五
メ
ー
ト

ル
以

下
で
あ
る
こ
と

皆
さ
ん
方
の
ど
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

A B 
お
盆
と
と
も
に
、
恒
例
の
精
霊

流
し
も
近
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、

精
霊
流
し
に
は
花
火
が
つ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
花
火
か
ら
大
火
を
ひ

き
起
こ
し
た
り
、
ま
た
人
の
身
体

を
傷
つ
け
る
危
険
が
あ
る
こ
と
は

だ
れ
で
も
知

っ
て
い
る
こ
と
で
す

こ
と
に
佐
世
保
で
は
、
昭
和
四

十
四
年
八
月
十
五
日
の
精
霊
流
し

で
大
火
災
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
る

実
例
も
あ
り
、
矢
び
や
で
失
明
し

た
り
、
や
け
ど
を
し
た
例
が
各
地

で
起
き
て
い
ま
す
。

と
く
に
八
月
十
五
日
の
精
霊
流

し
で
は
、
宗
教
的
行
事
で
あ
る
こ

と
の
市
民
の
寛
容
さ
か
ら
、
無
謀

な
行
動
に
出
る
も
の
が
た
ま
た
ま

い
る
の
で
す
。

警
察
で
は
、
こ
の
種
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、

火
薬
類
取
締
法

道
路
交
通
法
、
軽
犯
罪
法
な
ど
の

法
規
を
適
用
し
て
規
制
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

に
も
ど
協
力
を
お
ね
が
い
す
る
し

だ
い
で
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、

精
霊
流
し

の
日
は
、

次
の

こ
と
を
守
っ
て
、

花
火
な
ど
に
よ
る
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

が
ん
具
用
煙
火
(
花
火
)
の
販
売
庖

一
、
流
星

(矢
び
や
)
爆
竹
、

投

げ
玉
、
乱
れ
玉
な
ど
危
険
性
の

強
い
花
火
の
販
売
は
、
自
粛
し

て
下
さ
い
。

二、

精
霊
舟
の
通
る
道
す
じ
の
居

で
は
花
火
類
の
陳
列
、
販
売
は

し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

精
霊
舟
の
コ

l
ス
に
あ
た
る

商
庖
・
住
宅
街

一
、
精
霊
舟
が
通
る
商
庖
街
な
ど

で
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て

消
火
器
具
な
ど
の
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
も
た
い
せ
つ

で
す
。

二、

着
火
、
引
火
し
や
す
い
油
類

セ
ル

ロ
イ
ド
、
枯
木
枯
葉
、
そ

の
他
燃
え
や
す
い
物
の
陳
列
、

放
置
な
ど
し
な
い
よ
う
整
理
し

~ 

水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

願

「精霊流

」ーお

て
お
い
て
下
さ
い。

三、

精
霊
舟
の
コ

l
ス
に
あ
た
る

と
思
わ
れ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
」
、

監
車
場
、
が
ん
具
販

売
居
、
塗
料
底
、
「
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
販
売
庖
」
そ
の
他
燃
え
や

す
い
物
を
取
り
扱
う
屈
で
は
、

花
火
な
ど
の
使
用
禁
止
の
表
示

を
し
て
下
さ
い
。

危
険
な
場
所
な
ど
で

花
火
の
使
用
禁
止

一、

精
霊
舟
に
は、

責
任
者
を
定

め
て
下
さ
い
。
ま
た
警
察
で

は
、
「
花
火
取
扱
者
」
を
指
定

し
何
ら
か
の
マ

l
ク
を
つ
け
さ

せ
る
考
え
で
す
。

一
一
、
「
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」、

駐
車
場
、
が
ん
具
販
売
広
、
塗

料
居
、
「
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売

庖
」
お
よ
び
付
近
、
道
幅
の
せ

ま
い
と
こ
ろ
、
見
物
人
、
通
行

人
が
密
集
し
雑
踏
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
で
は
、
流
星
(
矢
び

ゃ
)
、
爆
竹
、
投
げ
玉
、
乱
れ

玉
な
ど
の
使
用
は、

絶
対
に
禁

止
し
ま
す
。

三
、
花
火
の
ほ
か
、
精
霊
流
し
に

参
加
す
る
も
の
に
は
飲
酒
を
自

粛
さ
せ
、
他
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
さ
け
ま
し
ょ
う
。
精
霊
流
し

が
終
わ
っ
て
か
ら
酒
類
を
出
す

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

(
大
村
警
察
署
〉

市

民

霊豆
Je， 

車

早

)
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日
付
け
で
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
農
業
振
興
地
域
は
今
後
の

農
業
振
興
の
基
盤
と
な
る
地
域
で

す
か
ら
、
国
の
農
業
に
関
す
る
施

策
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

書
に
基
づ

い
て
、

総
合
的
に
集
中

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
に
土
地
基
盤
整
備
や
近
代
化

施
設
、
個
々

の
農
業
経
営
を
対
象

と
す
る
施
策
も
、
こ
の
指
定
地
域

内
で
優
先
的
に
実
施
さ
れ
、
そ
の

事
業
費
に
国
、
県
、
市
が
重
点
的

に
補
助
し
ま
す
。

ま
た
市
町
村
長
の
勧
告
や
農
業

委
員
会
の
あ
っ
旋
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
土
地
の
譲
渡
、
あ
る
い
は
取

得
に
つ
い
て
は
税
制
上
の
優
遇
処

置
が
と
ら
れ
ま
す
。

市
が
次
の
四
つ
の
基
本
計
画
を

た
て
、

国
が
決
定
し
ま
す
。

①
農
用
地
利
用
計
画

①
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
開
発
計

画
③
農
地
保
有
の
合
理
化
の
た
め
の

権
利
の
取
得
円
滑
化
計
画

@
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備
計
画

こ
の
う
ち
①
の
農
用
地
利
用
計

画

(線
引
き
)
に
つ
い
て
は
、

市

役
所
で
三
十
日
間
縦
覧
に
供
し
ま

す
。
そ
の
後
十
五
日
間
異
議
申
立

て
期
間
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
終
り
ま
し
た
ら
決
定
段

階
と
な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間
八
月
一
日

l
三
十
日

こ
の
よ
う
に
し
て
整
備
計
画
が

決
定
さ
れ
ま
す
と
、

農
用
地
区
域

内
は
農
業
外
へ
の
転
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
(
た
だ
し
、
所
有
権
者
が

農
業
用
施
設
の
用
地
と
す
る
た
め

の
転
用
は
可
)

そ
の
他
の
地
区
は
従
来
ど
お
り

で
す
。なお
、

農
協
本
所
及
び
各
支
所

に
農
用
地
利
用
計
画
図
を
配
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い。

-

市

内
で
タ
バ
コ
を
買
い
ま
す

一
と
一

個

(二
十
本
入
り
)
で
十

一

五
円
二
十
二
銭
が
タ
バ

コ
消
費

一
税
と
し
て
市
の
収
入
と
な
り
ま

農業振興地域の指定と一「

整備計画の決定J

ー
タ
バ
コ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う
|

す。
昭
和
四
十
八
年
度
の
タ
バ
コ

消
費
に
よ
る
収
入
は
、

約

一
億

円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

処
置
と
し
て
県
独
自
の

「
長
崎
県

土
地
利
用
対
策
要
綱
」
を
三
月
一

日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
目
的
は
、
土
地
の
買

い
占
め
や
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぎ

良
好
な
地
域
環
境
の
確
保
を
図
る

こ
と
に
あ
り
、

規
制
対
象
は
土
地

取
得
と
開
発
行
為
で
す
。
(
農
林

漁
業
は
土
地
取
得
の
み
)
そ
の
骨

子
は
①
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土

地
取
得
は
知
事
へ
届
け
出
る
。

②

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
行

為
を
行
う
も
の
は
あ
ら
か
じ
め
、

開
発
区
域
、
区
域
内
の
土
地
、
用

途
、
各
種
の
設
計
図
、
工
事
の
着

手
、
完
了
予
定
、
資
金
計
画
な
ど

を
明
記
し
た
事
業
計
画
書
を
市
経

由
の
う
え
知
事
に
出
し
承
認
を
得

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
詳
細
は
市
企
画
室
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

土
地
の
取
得
や

開
発
に
は
承
認
を

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

市
は
用
途
地
域
の
指
定
に
伴
い

そ
の
上
部
を
農
業
振
興
地
域
と
し

て
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
五

り

が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
暫
定

県
は
国
の
土
地
に
関
す
る
法
制

おおむ
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夏
の
交
通
事
故
の
中
で
目
立

っ

て
多
く
な
る
の
が
子
供
や
老
人
の

飛
び
出
し
事
故
な
ど
歩
行
者
の
痛

ま
し
い
事
故
で
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
r

民
交

通
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

今
月
か
ら
加
入
さ
れ
る
と
保
険

料
は
三
百
二
十
円
で
す
。

次
の
と
お
り
臨
時
加
入
受
付
所

を
設
け
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
是

非
ご
加
入
下
さ
い
。
F

受付所を開設グ

月日 |場 所 |時 間

|片町稲荷神社副 9・00--12:00

8・6 アーケード(徳田屋前)入口 13:00--16:00 
(月〉 前舟津公民館前 9:00--12:00 

大事武婦人ホーム前 13・00--16:00

抗出誇住宅公民館前 9:00-12:00 
8・7 古町住宅山田高庖横 13:00--16:00 

C火)池間住宅清和国横 9:00--12:00 

諏 訪公民館前 13:00--16:00 

植松住宅集会所 9:00--12:00 
8・8 下小路口松尾商庖前 13:00--16:00 

(水〉
原口バス停横 9:00--12:00 

実天神社前 13:00--14:00 

原郷公民館前 9:00-12:00 
8・9黒 木パス停前 13:00--16:00 

(木〉
弥動寺郷福岡高広前 9:00-12:00 

寿古郷岡部商居前 13:∞ー16:00
陰平上公民館前 9:00--12:00 

8・10 古松大神宮前 13:00--16:00 

(金〉
今村公民館前 9:00-12・00

溝陸パス停横 13:00--16:0。
B 11[岩松公明 |卿 --12∞
(土〉 松原駅前広場 9:00--12:00 

掛

け

金

安

で

い

「交通傷害保険」

臨時移動加入

市政だより

保

障

大

な

き

(3) 



(4) りおおむ市政だより白
川

月
川
Q
U
川

年
酬
n円
U
川
川

4
斗
a
川
川

和
川
昭
川

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

弁
論
大
会
・
ポ
ス
タ
ー

入
選
者
き
ま
る

青
少
年
弁
論
大
会
は
七
月
七
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
中
地
区
公

民
館
で
行
わ
れ
、
中
学
生
十
五
名

高
校
生
六
名
が
熱
弁
を
ふ
る
い
ま

し
た
。

審
査
は
七
名
の
審
査
員
に

よ
っ
て
厳
正
に
行
わ
れ
次
の
方
が

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た。

中
学
の
部

一
位
(
市
長
賞
)

片
手
に
握
ら
れ
た
竹
刀

玖
島
中
一
年
山
口
弘
美

二
位
壊
さ
れ
た
鏡

玖
島
中
三
年
新
畑
園
枝

三
位
生
き
る
と
い
う
こ
と

玖
島
中
二
年
仲
光
ま
り
子

四
位
他
人
の
た
め
に
考
え
る

西
大
村
中
一
年

馬
場
三
重

五
位

生
き
が
い

西
大
村
中
三
年
原
口
直
美

次

点

強

い

意
志
を
も
と
う

西
大
村
中
三
年
小
林
真
理

高
校
の
部

一
位
(
市
長
賞
)
生
き
が
い

大
村
高
校
二
年
森

留
美

二

位

体

験
か
ら

向
陽
高
校
三
年

迎
い
づ
美

次

点

信

じ

る

大
村
高
定
二
年
永
野
満
雄

ま
た
同
日
、
小
学
生
と
中
学
生
に

よ
る
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
作
品
三
百

十
三
点
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ

小
学
生
の
部
三
点
、
中
学
生
の
部

三
点
が
入
選
、
小
学
生
の
部
二
十

二
点
、
中
学
生
の
部
二
十
七
点
が

入
賞
と
き
ま
り
ま
し
た
。

入
選

者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

小
学
生
の
部

市
長
賞
大
村
小
六
年

ロ
ー
タ
リ
ー
賞

三
浦
小
五
年

ラ
イ
オ
ン
ズ
賞

東
大
村
小
六
年

中
学
生
の
部

議
長
賞
郡
中

一
年

ロ
ー
タ
リ
ー
賞

郡
中
二
年

ラ
イ
オ
ン
ズ
賞

萱
瀬
中
三
年

真
夏
の
夜
を
い
ろ
ど
る

.' .. 
~" 

花

火

大

佐
藤
忠
浩

田
崎
直
美

田
崎
茂
雄

川
崎
春
美

佐
藤
由
佳

朝
長
静
江

b 
:z:;; 

'温." 

、~、内"""柿

PCB (ポリ塩化ピフェニール)

について

七
月
十
二
日
の
某
紙
に
、

p
c

B
が
化
学
繊
維
工
場
で
い
ま
だ
に

使
用
さ
れ
て
、
労
働
災
害
と
し
て

従
業
員
を
侵
し
て
い
た
と
報
道
さ

れ
、
再
び
社
会
問
題
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

本
県
で
は
、
昨
年
四
月
に
県
内

の
主
な
海
域
の
魚
介
類
等
に
つ
い

て
P
C
B
の
検
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
そ
の
時
、
大
村
湾
の
魚
や

海
底
土
か
ら
は
殆
ん
ど
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
大
村
湾

沿
岸
に
は

P
C
Bを
排
出
す
る
事

業
場
等
が
全
く
な
い
と
い
う
証
明

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の

P
C
B
は
我
が
国
で
は
昭

和
二
十
五
年
頃
か
ら
使
用
さ
れ
、

最
盛
期
の
昭
和
四
十
一

t
二
年
頃

は
年
産
一
二

0
0
0ト
ン
に
も
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
製
造
禁

止
や
回
収
等
で
な
く
な
っ
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

一
部
の
工
場
で
使
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

P
C
B
は
化
学
構
造
上

B
H
C

D
D
T
等
と
似
て
お
り
、
天
然
に

は
存
在
せ
ず
、
化
学
技
術
の
発
達

が
も
た
ら
し
た
完
全
な
合
成
品
で

す。
P
C
B
の
性
質
と
し
て
は
、

ω酸
や
ア
ル
カ
リ
と
反
応
し
な
い

ω水
に
は
溶
け
な
い
が
、
油
や
有

~ 

老
人
を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
の
夢
を
そ
だ
て
ま
ーし
よ
う
。

納

涼

市

民

の

.' .. 
4・
盆

お

ど

り

大

b 
コミ

.' .. ." 

い
恒
例
の
花
火
大
会
と
市
民
盆
お
ど
り
大
会
が
次
の
と

山
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

花

火

大

会

と
き

八
月
十
二
日
(
日
曜
)
午

後
八
時
打
上
げ
開
始

と
こ
ろ

玖
島
崎

観
覧
場
所

競
艇
場
駐
車
場

一
帯

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

盆
お
ど
り
大
会

と

き

八

月
二
十
四
日
(
金
曜
)

午
後
七
時
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で

と
こ
ろ

市
民
会
館
前
広
場

機
溶
剤
に
は
よ
く
溶
け
る

ω不
燃
性
で
、

薄
膜
状
で
も
乾
燥

し
な
い

等
の
優
れ
た
特
性
が
あ
り
、

電
気

関
係
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
油
、
ト
ラ

ン
ス
油
又
は
油
症
事
件
で
有
名
な

熱
媒
体
、

塗
料
や
印
刷
イ
ン
ク
の

中
に
混
ぜ
ら
れ
る
等
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
殆
ん

ど
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

P
C
B
の
毒
性
は
、
油
症
患
者

の
貴
重
な
体
験
で
よ
く
ど
存
じ
と

思
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
治
療
方

法
も
明
ら
か
で
な
い
ま
ま
多
く
の

患
者
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
め
や

に
、
に
き
び
様
皮
疹
、
し
び
れ
感

全
身
倦
怠
、
視
力
減
退
、
関
節
痛
:

等
で
す
。

二
度
と
油
症
事
件
の
よ
う
な
過

ち
は
繰
返
さ
な
い
と
し
な
が
ら
も

最
近
で
は
千
葉
ニ
ツコ

l
油
事
件

も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
企
業
側
の
自

覚
も
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

市

民

憲

章
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て
下
さ
い

注
射
と
検
診

※
料
金
は
無
料
で
す
。

日場所 |時間 l里
IRlI萱瀬出張所 !9:30，.....，11:0司婦
企~I 三浦診療所 I~O-江主司 及
8/10 I竹松出張所 I 1i;仁li・1 び
8/14 I鈴田出張所 I9 : 30~11 :od 乳
8/21 I福重出張所 I0 : 30~11:0叫 22

8/30 I松原出張所 I1 3JO~ 1 5川 議

※ 10日・30日は乳幼児検診のみ 診

圏
三
歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
四
十
五
年
二
月
生
れ

の
人
及
び
昭
和
四
十
四
年
八
月

l

昭
和
四
十
五
年
一
月
生
れ
の
人
で

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時

八
月
二
十
八
日

午
前
九
時
三
十
分

l
十
一
時

午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

り

日 |診療科目 !医院名|所在地 |電話

i内・反腐科寺井医院|玖島町①苅74

5 内 科琴尾医院西三城①ー2036

整形外科牟田医院乾馬場①-4501

「ナ外科貼町 @-3331
12 内 科田中医院乾馬場①-2724

産婦人科桝 本 医院原口⑤-8355

19 外 科目崎外科乾馬場②-2345

内 科長崎医院寿古郷①-8615

26外科 佐 藤外科杭出津②-3070

小児科 田川小児科皆同郷⑤-8345

む

曜当番医

おお市政だより

日の8月

(5) 

公

士
冗

園
不
用
品
の
公
売

て

消

防
車
・
バ
イ
ク
等

日
時

八
月
八
日

午
後
一
時
J
午
後
二
時

市
役
所
裏
庭

場
所

公
売
物
件

消
防
自
動
車
二
台

バ
イ
ク
(
五

O
∞
)
三
台

H
H

(

ム
ハ
五
∞
)
一
ム
ロ

N

(

九

O
∞
)
三
台

自
動
二
輪
車
(
二
五

O
∞
)
一
台

自
転
車

一

台

、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
コ
一台
、
リ
コ
ピ
ー
二

台
、
輪

転

機

一

台
、
謄
写
版

二
台
、
宛
名
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

一
台
、
片
袖
机
七
脚
、
平
机

五
脚
、
脇

机

四

脚

、
戸
棚

一
個
、
行
事
黒
板
一
枚
、
金

庫

一
個
、
平

釜

五

個

二
、
児
童
机
・
い
す
等

日
時

八
月
十
日

午
前
十
時

l
十
一
時

場
所

西
大
村
小
学
校

公
売
物
件

児
童
机

日
時

八
月
十
日

午
後
二
時

l
三
時

場
所

松
原
小
学
校

百
三
十
脚

公
売
物
件

児
童
机
三
十
四
脚

児
童
い
す
五
十
五
脚

一
『
電
報
電
話
局
か
ら
お
知
ら
せ
』

一

一

母

子

家

庭
・

心
身

公
売
物
件

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

一
四

台
、
イ
ン
パ
ク
ト
ロ
|
ラ

一

障

害

者

等

の

電

話

申

込

を

優

先

一

一
台
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
l

E

社
会
福
祉
政
策
に
貢
献
す
る
た
参
の
う
え
、
当
局
営
業
窓
口
へ
お

ん

二
台
、
発
動
機
一
台
、

.-
め
、
老
人
、
母
子
家
庭
、
心
身
障
申
込
み
下
さ
い
。

E

ン

チ

一

台
、
平
釜

三

個

E

一
害
者
等
か
ら
の
電
話
加
入
申
込
に
な
お
、
ご
来
局
で
き
な
い
方
、

一

入

机

保

証

金

-

対
し
て
は
、
設
置
基
準
上
第
一
順
ま
た
は
ど
不
明
の
点
は
電
話
三
一li-
-

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以
上

一
位
で
受
付
け
、
早
期
架
設
を
は
か
四
二一

O
番
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

一

落
札
物
件
の
代
金
は
即
納
で
す
。
一
る
こ
と
に
設
置
基
準
が
改
圧
さ
れ
※
電
話
架
設
費
は
一
般
電
話
と
同

一

く
わ
し
く
は
会
計
課
用
度
係
へ
一
ま
し
た
の
で、

左
記
各
項
に
該
当
様
で
、
免
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
一

一
者
で
電
話
架
設
を
希
望
さ
れ
る
方
対
象
者
お
よ
び
提
出
書
類
は
左

一

二

は
、
そ

れ

ぞ

れ

の

必

要

書

類

を

持

記

の

と

お

り

一

三
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
等

日
時

八
月
十
七
日

午
後
一
時

1
午
後
二
時

場
所

市
土
木
課
車
庫

催
し
も
の

圏
少
年

・
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

日
時

八
月
二
十
一
日
(
火
)

午
前
十
時

l
午
後
三
時

場
所

参
加
資
格
及
び
人
員

小
学

一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
少

年

・
少
女
三
百
六
十
名

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
玖

島
郷

一
五
番
地
長
崎
県
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
へ

締
切

参
加
料

無
料

ょ
甲つ
。

r¥ 
市

民

ーーーー'ー------------------------------，----ーー
対象者及び提出書類

対 象 者 提 出 書 類

住明民書票、民生委員の証

:2: 、 ーと
員医師の証の診明書断書、 民生委

2、母子家庭 住民票

3、公害病認定患者 公害医療手帳

も 心身障害者

害帳対医給白者認師付象、手原定認のi乙定診子関占帳書爆す断、、 書戦弾障る傷被厚害者爆身病生体者控者大障手申佐除

5、身体障害者 身体障害者手帳

6. 桂見人 {上吉か田わ3)~(も5)に 住裁民判所票の、後戸籍見人謄本決定等書
かる の

7、親権者 全上

ー-------・ -- -- -- - -- -- - ~--~------ - -- --- - ---



(6) 

日
本
画

・
南
画
(
墨
画
〉

・
洋
画

・
彫
塑

・
工
芸

・
書

・
デ
ザ
イ

ン
・
写
真

出
品
資
格

県
内
居
住
者
で
、
満
十
六
歳
以

上
の
者
。

出
品
点
数
及
び
制
限

各
部

一
人
三
点
以
内
で
、
自
作

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

出
品
料

一
点
に

つ
き
七
百
円。

申
込
搬

入
と
同
時
に
納
入
す
る
。

出
品
申
込
と
搬
入

九
月
七
日
l
九
月
九
日

午
前
十
時

t
午
後
六
時

長
崎
県
立
美
術
博
物
館

要
項
及
び
申
込
用
紙

市
社
会
教
育
課
に
準
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
乙
と

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

募

集

り

田
長
崎
県
美
術
展
覧
会

作

品

募

集

むおお

会
場
及
び
会
期

九
月
二
十
二
日

l
十
月
一
日

長
崎
県
美
術
博
物
館

出
品
部
門

市政だより

川

図
書
館
へ

ち
ご
一

・
五
キ
ロ

、
菓
子

一
キ
ロ
大
村
地
区
同
盟
、一

万

円

ム

諏

'

叫

こ
の
ほ
ど
、

石
け
ん
二
十
八
個
、
タ
オ
ル
二
枚

訪
町
森
晃
さ
ん
、
み
か
ん
十
五
キ
円

い

吉
原
工
業
株
式

花
び
ん

一
個
、
ネ
ル
地
二

・
七

メ

ロ

ム

パ

ー

ル

レ

l
ン
大
村
代
表
丸

小

-

会
社

(
土
門
原
宣

!

「ル

、
古
着

一

枚

企
小
佐
古

者

金
子
原
二
郎
さ
ん
、
二
万
三
千

一

一

一

夫
社
長
)

山
口
鉄
雄
さ
ん
、
西
日
本
新
{
聞
円

A
大
村
高
校
J
R
C
ク
ラ
ブ
…

一t
の
新
工
場
が
馬

一一一
ヵ
月
以
上
ム
赤
佐
古
梶
山
ミ
水
瀬
律
子
さ
ん
外
七
名
、
菓
子
四

…

叩

い

場
崎
に
完
成
し
ス
エ
さ
ん
、

一
万
円
ム
佐
世
保
市

キ
ロ

、
花
三
束
ム
佐
世
保
市
森
引

い

ま

ま
し
た

。

そ

の

吉

野
太
郎
さ
ん
、
八
千
五

十

円

繁

さ

ん

、
三
万
円

ム
矢
崎
総
業
一

い

い

記
念
事
業
と
し

ム
中
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
演
芸
慰
株
式
会
社
、
花
束
八
束

A
諏

訪

一

二

一

て
、
新
図
書
館
問
ム
辻
田
町
森
秀
男
さ
ん
、
諏

町

佐

々
タ
ノ
さ
ん
、
花
束
十
六
束
…

訪
町
吉
田
英

一
さ
ん
、
石
け
ん
二
ふ
某
氏
雑
誌
十
七
冊

ム

水

田

一

旬つ

の
図
書
購
入
費

ダ
l
ス

ム
岩
松
郷
松
尾
皐
月
さ

区
子
供
会
、
造
花
三
十
本
ム
西
叩

一

ほ

と

し

て

金

十

万

ん

、
み
か
ん
十
五
キ
ロ

A
池
田
本
町
岩
永
満
子
さ
ん
、
菓
子
三
十

ん

一

川

円
の
ど
寄
付
が

郷
辻
谷
ト
モ
さ
ん
、
み
か
ん
十
二
一

袋
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
二
十
一
…

貯

引

あ
り
ま
し
た
。
キ
ロ
ム
小
路
口
郷
出
口
定
さ

ん

本

ム
本
小
路
松
永

つ
さ
え
さ

ん

一

一

付

清

和

園

へ

み
か
ん
、
二
十
八
キ
ロ
ふ
東
浦
花
一
束
〈
一
荒
瀬
田
一
添
定
さ
ん
、

品

川

寄

ム
大
塚
さ
ん
、

森
士
さ
ん
、
雑
誌
三
十
一

同

ム

茶

紅
六
百
グ
ラ
ム

ム
本
町
内
田
小

川

ご

西
日
本
新
聞
大
村
市
農
協
、
み
か
ん
三
十

キ

ロ

一

郎
さ
ん
、
バ
ナ
ナ
十
五
キ
ロ

μ

一

一

ヵ

月
間
雑
誌
一
冊
ム
松
並
町
光
山
一
殺
さ

人

小

路
口
出
口
ウ
タ
さ
ん
、
み
か
一

い

一

ム
鈴
田
婦
人
会

ん

、
三
万
円
ム
古
町
六
区
奥
田
ん
十
三
キ

ロ

ム

中
諏
訪
岡
村

正

一

一

二
千
円
、
み

か

キ

ク

エ
さ
ん
外
四
名
、
あ
ん
ま
そ
久
さ
ん
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
(
鉢
物
)
ふ

…

ん
二
十
五
キ
ロ

の

他
ム
若
草
子
供
会
、
民

踊

五

鉢

、
花
五
鉢
ム
本
町
松
本
長

一

一

餅

三

キ

ロ

、
い

ム

草
村
瞭
子
さ
ん
、
二

千

円

ム

康

さ

ん

、
西
日
本
新
聞
一

ヵ
月

間

一

昭和48年 8月1日
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ーー
公

害

や

交

通

事

故

を

担

こ

さ
ぬ

よ

う

に

つ

と
め
ま
し

ょ甲つ。

圃
簡
易
保
険
資
金
融
資
施
設

賞 作 作 テ
く佳入特簡推 O 佳入特簡推 O 郵 七 品 十カ白 品 でい 場 公簡 |
わ 作選選易薦自作選選易薦カ 便 月 の 五 ラ 黒 の お作な営易 マ
し 保 黒 保ラ 局 ー受 ミ!の 大 尋 品ど住資
く賞五一険 二 の賞五二険三 i の日 刊 リの部 き ね()宅 金
は 千万 局万 部 千万局万の 保 l 以部 :さ く融を 、融
郵品円円 長 円 品円円長円部 険九 上 だ資題道資
便 賞ぉ 賞お 窓 月 ;四 さ施材路施
局 ー・ よ ょ 口 二 スッ い設 と、 設
保 び ー び 十 ラ切)はし港(
険 二 郵 二 点郵 日 イ 郵た湾学
課 十五 二一 政十五二政 ド 便 明 、校
へ点 点点点省 点 点点省 三 局る市

場 日田「一一，;一一 一三三三一-ー一二二三ニ二二ニニニニ:
ロ時引そ |iER官事宮沢丈♂一関藤髄鶴瞳 3
占十 八 明|二 1:はせ屍埋の場しら」 虎子署鴎麓瀦議機主題醤襲遡瞳畠E

iH引;|ipn目立台頭麟盛韓国軒
光 二 日 正 I.~ 1;い積百穴中 残 乙者 刑議 i薮議鎌田富灘醤盟
課 時♀ 開 I I iうみ三を(さとのさ盤整議 機 極 観晒首殉
ミE迅 1:ほあ十 堀現 れは首れ i護審 議委;議機量園鶴輔園田園塚教
設・2zZ q E員一言士議警 察機開駐日跡地

なれ首二国体号門 郡機襲撃; 欝際i際機綴 ゑ愛議 (4) 
か た の カ道はで所く

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

っ
た
で
あ
ろ
う
。

一

こ
れ
を
胴
塚
と
い
う
。
(
写
真
右
)一

二
十
日
間
、
獄
門
に
あ
っ
た
殉

一

教
者
の
首
は
、
胴
塚
か
ら
約
五
百

一

米
離
れ
た
竹
松
の
原
口
へ
運
ば
れ

一

榎
の
根
元
に
埋
め
ら
れ
た
。

こ
れ
が
首
塚
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一

胴
体
と
首
を
別
々
の
場
所
に
埋

一

め
た
の
は
、
「
切

っ
て
も
切

っ
て
一

キ
リ
シ
タ
ン

も
後
を
た
た
な
い
の
が
切
支
丹
で

一

あ
る
。

一
ヵ
所
ピ
葬
れ
ば
、
ま
た

一

首
と
胴
が
ひ
っ

つ
い
て
は
な
ら
な

一

い
か
ら
」
だ
と
云
い
伝
え
ら
れ
た

一

藩
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
根
絶
に

い
か

一

に
気
を
使

っ
た
か
が
伺
わ
れ
る
。
一

な
お
、
郡
く
ず
れ
の
処
分
の
な

一

か
に
は
、
斬
首
四
百
十
一

人
の
ほ

一

か
、
牢
内
病
死
七
十
八
人
、
永
牢

一

二
十
人
が
あ
っ
た
。

一

竹
松
の
ち
よ
と
い
う
娘
は
十

一
歳

一

で
入
牢
し、

七
十
五
歳
で
牢
死
す

一

る
ま
で
、
六
十
四
年
間
を
牢
内
で

一

暮
し
た
と
い
う
。
首
塚
、
胴
塚
の

一

跡
に
は
、
近
年
ブ
ロ
ン
ズ
の
顕
彰

一

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

一

圃
八
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

。
一
日
か
ら
四
日
ま
で

O
六
日
か
ら
十
一
日
ま
で

O
十
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で

O
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

O
二
十
七
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で

市

章

民

憲
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